
２０１８年  １０月  ２８日   

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②白川 達男兄  ③石井師 

賛  美  聖歌５２２番 &   ～衣のすそにでも～ 

十  戒 

聖  書  ①テモテへの第一の手紙１章１２～１６節                                                                           

      ②ローマ人への手紙１１章３２～３６節 

特別賛美  聖歌隊有志 聖歌530番「悩む世人のために」 

メッセージ  ①「幸福の方程式」大川従道牧師                                                                                                                                      

      ②「すべては神の手の中にある」石井 潤牧師 

献  金  聖歌３９２番 ＆ ～愛する主の～ 

祝  祷             〔献金当番：青木姉・和田姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～叫べ全地よ～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日昼食後１時～、西田先生のご指導による聖歌隊の練習が行われます。 

２．今週の祈祷会：☆早天祈祷会/月曜朝６時。★木曜祈祷会/午前 10 時半、 

夜７時半、ヘイモネン先生(スウェーデン･大和映像)。☆準備祈祷会/土曜夜８時。 

３．土曜午後２時～、ボーマン先生ご夫妻によるチャペルコンサート開催。 

４．来週の日曜礼拝(10 時半～)、ボーマン先生ご夫妻による特別礼拝(昼食あり)。 

 
 

  

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔１０/２８～１１/４〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
エレミヤ 
２３・２４章 

２５・ 
２６章 

２７・ 
２８章 

２９・ 
３０章 

３１・ 
３２章 

３３－ 
３５章 

３６・ 
３７章 

３８・ 
３９章 

新約 
２テモテ 
２章 

３章 ４章 
テトス 
１章 

２章 ３章 
ピレモン 
１章 

ヘブル 
１章 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

11/11(日):誕生祝福式･聖餐式/子ども祝福式/執事会 

21(木):大手家庭集会 25(日):聖歌隊 26(月):長野家庭集会 



 
 
 
 
 
 
 
 
｢だから私がおまえに手を置いて祈ったとき、神に与えられた贈り物を忘れないようにと言ったん

だ。もっと使って種火が炎になるがごとく成長させるんだ。なぜなら、神が与えてくれた神の霊(ホ

ーリスピリット)は、恐れをはねのけ、知恵と力とをみなぎらせ、人を愛し、喜んで人と共に歩ませ

てくれる。だから、人前でこの我らが王･イエスについて語るのをためらったり、神のために牢獄

につながれている私のことを、恥じたりするな。それどころか、この苦しみの中をも共に進もう。

神は、苦しみの真っ只中にあっても、力を与えてくれるのだから。｣第二テモテ１:６-８[アライブ訳]  
 
この第二テモテはパウロが最後に書いた手紙としても知られている。約二か月後に暴君ネ

ロ皇帝によって斬首させられた（ＡＤ６７年頃）。死の直前に苦しい牢獄から自身の最愛の

弟子テモテに書き送った手紙の冒頭の一部です。 

テモテは情熱があり、純粋な信仰をもっていましたが、その一方で気が弱く、神経が細や

かだった。だからすぐにストレスにやられてしまっていた。そんなテモテに、「恐れずに、大胆であ

りなさい！」と励ましました。私たちは信仰者として生きる時に人目を気にしすぎて、いつの

間にか自分の信仰の火が小さくなってしまいます。その小さな火を大きくするために必要なの

は、大胆にチャレンジして、その火を用いることです。 

私たちは人々を愛そうとしますが、その私たちの愛を受け取ってもらえないと落ち込んでし

まいます。また傷ついたりします。そうすると、もう傷つきたくないので、積極的にその人を愛す

ることができなくなることがあります。そして、そのままになってしまうと、ますます愛することがで

きなくなってしまいます。賜物がさび付いてしまうのです。しかし、そうならないためにも私たち

はあきらめずに、果敢に、挑戦していかなければなりません。 

しかし、やたらと頑張れば良いのではありません。そのためには秘策があるのです。このテモ

テ書には、もう一つのキーワードがあります。それは「聖霊様」です。その賜物は私たちの力で

はなく、聖霊様のお力です。私たちの根性や頑張りでその人を愛することはできません。それ

はきちんと悟らなければなりません。そうではなく、私たち信じる者たちと共にいて働いてくださ

るお方のことをよく知らなければなりません。このお方にもっともっと働いていただかなければな

りません。そして、このお方は恵みとして私たちに与えられているお方でもあります。ですから、

いつも感謝の心を持って主にお仕えしていかなければなりません。そうするならば、主が豊か

に私たちを通して働いてくださるでしょう！キーワードは「感謝の心」です。 

「悲しみよ」  水野源三 

悲しみよ、悲しみよ、本当にありがとう。 

お前が来なかったら、つよくなかったなら、私は今どうなったか。 

悲しみよ、悲しみよ、お前が私をこの世にはない、大きな喜びが、 

かわらない平安がある、主イエス様のみもとに、つれて来てくれたのだ。 

病を通してイエス様に出会った水野源三さん。その絶対的な信頼の中で、人生の悲しみ、

辛さをも「感謝の心」で神の恵みとして受け止めている彼の信仰の強さを感じます。 

「すべては神の手の中にある」 

～悲しみよ、ありがとう！～ 


